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(3)微分方程式解法の例 
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これをラプラス逆変換して、 ktaey =  
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これをラプラス逆変換して、 tey −=  
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であるから、微分方程式のラプラス変換は次のようになる。 
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この式を整理すると 
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ここで、 ( )( )41
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22 ++ ss
を部分分数に展開すると、次の式をえる。 
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とができる。 
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